
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　商用電源に大型無停電電源装置、比較的小型の第一無停電電源装置及び、ＣＡＴＶやイ
ンターネットなどのセンタ機器をこの順に接続した電源システムにおいて、前記商用電源
に比較的小型の第二無停電電源装置を前記大型無停電電源装置と並列に接続すると共に、
この第二無停電電源装置から発せられる前記商用電源から自身への電力供給の停止を意味
する停止信号、その電力供給の復旧を意味する復旧信号、又は、前記第一無停電電源装置
から発せられる前記大型無停電電源装置から自身への電力供給の停止を意味する停止信号
のそれぞれに対応したメッセージを特定の情報端末に送信するものとしたメッセージ発信
装置を設けたことを特徴とするＣＡＴＶやインターネットなどのセンタ機器における電源
システム。
【請求項２】
　メッセージ発信装置がｅメールにより特定の携帯電話機にメッセージを送信する構成と
なされていることを特徴とする請求項１記載のＣＡＴＶやインターネットなどのセンタ機
器における電源システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ＣＡＴＶやインターネットなどのセンタ機器における電源システムに関し、特
にセンタ機器の設置現場から離れた場所でのその電源状態の把握を便利となすものである
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。
【０００２】
【従来の技術】
ＣＡＴＶやインターネットのセンタ機器の電源システムは、図２に示すように、商用電源
１に大型無停電電源装置２及び比較的小形の無停電電源装置３をこの順に接続した後、こ
の無停電電源装置３にセンタ機器４を接続したものとなされている。
この際、商用電源１から供給された電力は大型無停電電源装置２から無停電電源装置３に
伝達され、その後、センタ機器４に供給される。
【０００３】
上記電源システムにおいて商用電源１による電力供給が停止したとき、大型無停電電源装
置２が商用電源１に代わってセンタ機器４に電力を間断なく供給するものとなる。しかし
、この大型無停電電源装置２による電力供給可能期間は有限であって例えば４時間程度で
ある。
この期間が経過する前に商用電源１の電力供給が再開されると、商用電源１が大型無停電
電源装置２に代わってセンタ機器４に電力を間断なく供給するものとなり、一方、この期
間が経過しても商用電源１の電力供給が再開されないときは無停電電源装置３が大型無停
電電源装置２に代わってセンタ機器４に電力を間断なく供給し、さらにこの供給と同時に
センタ機器４にこれの作動を停止させるための停止信号を付与する。
【０００４】
　上記無停電電源装置３による電力供給可能期間は例えば１０分～１５分程度であり、こ
の期間の終了するときまでに、センタ機器４は種々のプログラムを順に閉じて自身の作動
状態を完全に終了させる。この終了によりセンタ機器４による情報通信は不可能となる。

【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
上記した従来の電源システムにおいては、作業者は現場にいない限り、商用電源１による
センタ機器４への電力供給が絶たれたこと、商用電源１から大型無停電電源装置２への電
力供給が回復したことを認識することができないのであり、センタ機器４が停止して始め
て商用電源１の電力供給が絶たれており、システム全体が停止していることを認識するこ
ととなる。このことに起因して無駄な労力を強いられたり、センタ機器４の作動の終了状
態が長引いてＣＡＴＶ顧客に多大な迷惑をかける虞があるのである。
これを解消するには、夜間や休日を問わず現場に作業者を配置して、センタ機器の作動状
態を監視させればよいが、これには多大なコストがかかるのである。
【０００６】
本発明は、斯かる問題点を解消させるものとしたＣＡＴＶやインターネットなどのセンタ
機器における電源システムを提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成するため、 発明では、商用電源に大型無停電電源装置、比較的小型の第
一無停電電源装置及び、ＣＡＴＶやインターネットなどのセンタ機器をこの順に接続した
電源システムにおいて、前記商用電源に比較的小型の第二無停電電源装置を前記大型無停
電電源装置と並列に接続すると共に、この第二無停電電源装置から発せられる前記商用電
源から自身への電力供給の停止を意味する停止信号、その電力供給の復旧を意味する復旧
信号、又は、前記第一無停電電源装置から発せられる前記大型無停電電源装置から自身へ
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　上記電源システムに係る技術水準を示すものとして次の特許文献（１）～（５）などが
存在している。
（１）特許文献１：特開２００１－４５６８１号公報
（２）特許文献２：特開平７－１４７７４３号公報
（３）特許文献３：特開平８－１８２２２１号公報
（４）特許文献４：特開２０００－７８２２４号公報
（５）特許文献５：特開平５－１４６０９９号公報

本



の電力供給の停止を意味する停止信号のそれぞれに対応したメッセージを特定の情報端末
に送信するものとしたメッセージ発信装置を設けた構成となす。
【０００８】
この発明によれば、前記第一無停電電源装置から発せられる前記停止信号がメッセージ発
信装置に伝達されると、メッセージ発信装置は特定の情報端末にセンター機器の作動停止
を意味するメッセージを配信する。一方、第二無停電電源装置から発せられる前記停止信
号或いは前記復旧信号がメッセージ発信装置に伝達されると、メッセージ発信装置は特定
の情報端末に、商用電源からの電力供給が停止されたこと或いは、商用電源からの電力供
給が復旧されたことを意味するメッセージを配信する。
【００１１】

発明におけるメッセージ発信装置は、請求項２に記載したように、ｅメールにより特
定の情報端末である携帯電話機にメッセージを送信する構成となすのがよい。これによれ
ば、前記携帯電話機を持っている作業者が何処にいても、上記各種のメッセージはこの作
業者に伝達されるものとなる。
【００１２】
【発明の実施の形態】
図１は本発明に係るＣＡＴＶの電源システムの一実施例を示す図である。
このシステムでは、商用電源１に大型無停電電源装置２及び比較的小形の第一無停電電源
装置３をこの順に接続した後、この無停電電源装置３にセンタ機器４を接続している。
【００１３】
この際、大型無停電電源装置２は商用電源からの電力供給が絶たれたとき、商用電源１に
変わって第一無停電電源装置３に電力を供給するもので、その電力供給可能期間は凡そ４
時間程度であり、商用電源１が回復したときは商用電源１から供給された電力を第一無停
電電源装置３に伝達するものとなされている。
【００１４】
　第一無停電電源装置３は図２に示す従来の停電電源装置３と同一のもので、大型無停電
電源装置２からの電力供給が絶たれたとき、商用電源１に変わってセンタ機器４に電力を
供給するもので、その電力供給可能期間は凡そ１０分～１５分程度となされると共に、大
型無停電電源装置２からの電力供給が回復したときはこの大型無停電電源装置２から供給
された電力をセンタ機器４に伝達するものとなされており、また大型無停電電源装置２か
らの電力供給が絶たれたことに関連してこの電力供給についての停止信号を発出して、こ
れをセンタ機器４に伝達するものとしてある。
　

【００１５】
センタ機器４はインターネットと接続されたＣＡＴＶによる情報伝達を統御する主要な機
器（サーバーなど）で、第一無停電電源装置３の発生した前記停止信号が伝達されたとき
、これに関連してこのセンタ機器４の作動終了のための作動が開始され、前記第一無停電
電源装置３の発生した停止信号から数分が経過するまでにその作動が停止されるものとな
されている。
【００１６】
　しかして、５は前記９商用電源１に大型無停電電源装置２と並列に接続された第二無停
電電源装置であり、商用電源１からの電力供給が絶たれたとき、自身が蓄積している電力
により、商用電源１からの電力供給が絶たれたことを意味する停止信号を発出してこれを
センタ機器４に伝達し、また商用電源１からの電力供給が回復したとき、商用電源１から
の電力供給が回復したことを意味する復旧信号を発出してこれをセンタ機器４に伝達する
ものとなされている。この第二無停電電源装置５は前記第一無停電電源装置３と同様若し
くはそれ以下に小型なもので差し支えないものである。
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この

この第一無停電電源装置３において、この無停電電源装置３に供給される電力供給の停
止は該電力供給の電圧を従来同様に検出することにより検出されるものとなる。

この第二無停電電源装置５において、商用電源１からの電力供給の停止やその復旧は従
来同様に商用電源１の電圧を検出することにより検出されるものとなる。



【００１７】
６はセンタ機器４に組み込まれたメッセージ発信装置で、前記第二無停電電源装置５から
発せられる商用電源１から自身への電力供給についての停止信号や復旧信号のほか、前記
第一無停電電源装置３から発せられる前記停止信号に対応したメッセージを特定の情報端
末に送信するものとなされている。
【００１８】
　この際、メッセージ発信装置６は、情報端末の一種である携帯電話機に前記各信号に対
応したメッセージをｅメールにより送信する構成となす メッセージ発信装
置６を
。
【００１９】
次に上記実施例の電源システムの作動について説明する。
商用電源１からの電力供給が安定的に行われているときは、その電力は大型無停電電源装
置２から第一無停電電源装置３を経てセンタ機器４に供給されるのであり、これによりセ
ンタ機器４はＣＡＴＶに接続された各パソコンなどとインターネットとの間の通信を支障
なく統御する。この通信中には、第一無停電電源装置３や第二無停電電源装置５は何らの
信号も発しない。
【００２０】
しかし、停止商用電源１からの電力供給が何らかの原因で絶たれたときは、まず第二無停
電電源装置５が停止信号を発し、これをメッセージ発信装置６に伝達するのであり、これ
によりメッセージ発信装置６は、商用電源１が絶たれたこと意味する第一メッセージを、
ｅメールにより、作業者の一人ずつが持っている携帯電話に電送するのである。一方、大
型無停電電源装置２が商用電源１からの電力供給を絶たれたときにはこの装置２が商用電
源１に代わってセンタ機器４に間断なく電力を供給する。
【００２１】
第一メッセージを携帯電話により受け取った各作業者は、このメッセージを受け取った時
点から４時間程度経過した後にセンタ機器４が停止する可能性を予知するのであり、この
後は商用電源１が出来るだけ早く復旧することを期待しつつセンタ機器４の停止に対処す
るための準備をする。
【００２２】
多くの場合、この準備中に商用電源１が復旧するのであり、この復旧があったときは、こ
れに関連して第二無停電電源装置５が復旧信号を発出して、これをメッセージ発信装置６
に伝達するのであり、これによりメッセージ発信装置６は、商用電源１が復旧したこと意
味する第二メッセージを、ｅメールにより、作業者の一人ずつが持っている携帯電話に電
送するのである。
【００２３】
この第二メッセージを携帯電話で受け取った各作業者は、第一メッセージを受け取った時
点から４時間程度が経過してなければ、センタ機器４はその作動を終了することなく商用
電源１から電力供給を受けて正常に作動していることを予想するのであり、また第二メッ
セージを受け取った後に５分程度が経過してもメッセージ発信装置６からその後のメッセ
ージが携帯電話機に電送されないときはその作業者はセンタ機器４が正常にその作動を続
行していることを確信するのである。これにより、第二メッセージを受けた作業者はもは
や現場に行かないで済むのである。
【００２４】
一方、第一メッセージが携帯電話に電送されたときから、４時間程度が経過しても商用電
源１からの電力供給が復旧しなときは、大型無停電電源装置２から第一無停電電源装置３
への電力供給が絶たれるものとなり、第一無停電電源装置３は自身への電力供給が絶たれ
たことを意味する停止信号を発出し、この信号をメッセージ発信装置６に伝達する。これ
によりメッセージ発信装置６は、間もなくセンタ機器４の作動が停止すること意味する第
三メッセージを、先と同様にｅメールにより、作業者の一人ずつが持っている携帯電話に
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のであり、また
センタ機器４に組み込むことは最適例を示すもので、これに限定する趣旨ではない



電送するのである。
【００２５】
第一無停電電源装置は大型無停電電源装置２からの電力供給が絶たれた後、１０分～１５
分程度が経過するまでの間、センタ機器４に自身の保有している電力を供給するのであり
、これによりセンタ機器４はこの電力供給により作動状態にある種々のプログラムを順に
終了させ、センタ機器４の保護を行う。
【００２６】
上記第三メッセージを携帯電話で受け取った各作業者は、センタ機器４が間もなく第一無
停電電源装置３からの電力供給を絶たれてその作動を終了し、たとえ商用電源１が復旧し
てもセンタ機器４はもはや作動を再開しないことを認識するのであり、従って第三メッセ
ージを受け取った作業者は現場に急行し、センタ機器４の動作を確認し、センタ機器４を
正常な作動状態となすのである。
【００２７】
　上記実施例は次のように変形できる。即ち、商用電源１に大型無停電電源装置２、比較
的小型の第一無停電電源装置３及び、ＣＡＴＶやインターネットなどのセンタ機器４をこ
の順に接続した電源システムにおいて、前記第一無停電電源装置３に、前記商用電源１か
らの電力供給の停止を検知して前記商用電源１からの電力供給の停止を意味する停止信号
を発する回路手段、及び、前記電力供給の停止後のその復旧を検知して前記商用電源１か
らの電力供給の復旧を意味する復旧信号を発する回路手段を形成し、前記停止信号及び前
記復旧信号の何れかが発せられたとき、その発せられた信号に対応したメッセージを特定
の情報端末に送信するものとしたメッセージ発信装置６を設けるようになす。
【００２８】
【発明の効果】
上記した本発明によれば次のような効果が得られるのである。
即ち、請求項１に記載したものによれば、センタ機器の作動状況をその設置現場で作業者
が監視していなくても、現場から離れた場所にいる作業者に、商用電源からの電力供給が
絶たれたこと、その後にその商用電源からの電力供給が復旧したこと、或いは、センタ機
器の作動が終了することなどの事態を速やかに認識させることが可能となる。
【００２９】
この際、商用電源からの電力供給が絶たれたことを認識した作業者はその後の事態に対す
る準備をすることができ、また商用電源からの電力供給が復旧したことを認識した作業者
はもはや現場に行かなくても済むことを認識できて無駄な行動を避けることができ、また
センタ機器の作動が終了することを認識した作業者は現場に急行して速やかにセンタ機器
を作動状態に復帰させることができる。
【００３１】
請求項３に記載したものによれば、既存の設備を使うことにより、請求項１記載の発明が
奏する効果を簡便且つ安価に得ることができるのである。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明に係るＣＡＴＶの電源システムを示す図である。
【図２】　前記システムの従来例を示す図である。
【符号の説明】
１　商用電源
２　大型無停電電源装置
３　第一無停電電源装置
４　センタ機器
５　第二無停電電源装置
６　メッセージ発信装置
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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